
  

１ 竜ケ坂中山間地域等直接支払交付金制度取組組織（平泉町） 

 

（１）活動のポイント 

○ 中山間地域等直接支払、多面的機能支払の両組織が中心となって農地の適正な管理

に取り組んでいるほか、区民会や自主防災組織と連携し、野生動物による農作物被害

や住環境悪化の原因となっている放置された竹林の整備を行い、「地域資源と農村環境

の良好な保全と質的向上」を実現している。 

 

○ 竹林整備は、農地保全活動を通じ、集落内の話合いが頻繁に行われたことで、地域

全体の活性化に向けた意識が高まり開始されたものであり、安心して生活できる集落

を維持していくための重要な活動として、地域住民の理解と共感を得ている。 

  伐採した竹は粉砕しチップ状に処理しており、これらは防草効果を期待した農道等

への散布や、土壌改良へ活用するなど、住民に有効活用されている。 

 

○ 竹林整備を通し、目に見えて住環境が改善され、地域住民から喜びが生まれる活動

となっており、他集落の模範にもなっている。 

また、「見て良し、暮らして良し」と感じてもらうことを基本に活動が行われており、

子ども神輿などの地域伝統行事等の活動と相まって、子どもから高齢者まで幅広い世

代の住民が、集落に愛着を持ち、そして安心して生活できる環境づくりに貢献してい

る。 

 

（２）取組に係る総評 

  ① 評価した点 

    集落での話合いを通じて竹林整備が行われ、集落の住環境改善に寄与している点、

発生した竹チップを雑草対策や土壌改良に有効活用をしている点、子ども神輿などの

地域伝統行事を継承しながら、幅広い世代の住民が郷土愛を育み、安心して生活でき

る環境を創出している点を評価。 

     

② いわて中山間賞授与の可否 

    可 

 

「いわて中山間賞授与要領」第６で定めた以下の３つの「選考の基準」を満たして

おり、他地域のモデルとなる取組と認められる。 

   (1) 集落等の話し合いを通じて、将来の目指す姿が共有されていること。 

(2) 農業生産活動を通じ、耕作放棄の防止等の活動や水路・農道の管理などが行わ

れていること。 

(3) 集落等において、女性や若者の参画等による地域の個性を活かした活性化の取

組が行われていること。 

資料２ 



  

【現地調査の写真】 

 


